ランドローバー
フランクフルトモーターショーで
2種類のニュー ディフェンダー　コンセプトモデル発表
DC100とDC100スポーツ
「ランドローバーのアイコン的存在であるディフェンダーの後継モデルを世に送り出すチャンスとその責任に、ランドローバーに係わる全ての関係者は胸を高鳴らせています。
シンプル、誠実、そしてオリジナルのデザインにより世界中で愛されているディフェンダー。そのニューモデルは、変化を続けるグローバルマーケットの要求に応えると同時に伝統を正しく継承することが私たちの決意です。
ニューモデルの詳細について実際に決定する際は、現オーナーの皆様と将来のお客様の意見を取り上げるつもりです。いまの時点で一つ確実なことは、その過程がわくわくする旅になるということです。私たちはそのスタートを心待ちにしています」
ランドローバー　グローバルブランドディレクター
ジョン・エドワーズ
ランドローバーはこれまで60年以上もの歴史のなかで、性能、汎用性、利便性のスタンダードを常に塗り替える4x4車を設計・製造してきました。なかでもディフェンダーは全世界のオーナーから愛情とロイヤルティを与えられてきました。ディフェンダーはユーザーの用途に応じた可変性を備えた世界で初めての車でした。オーナーが探検家であろうと、環境保護活動家であろうと、国連の援助スタッフであろうと、赤十字の医療スタッフであろうと、世界のどこへでも「行ける」という気を起こさせてくれる車です。
ディフェンダーの主なプラットフォームは2種類だけですが、長年にわたり様々な用途毎に再構成され、消防車から探検隊の装軌探査車両まで、あらゆるタスクをこなしてきました。もしディフェンダーの能力に限界があるとすれば、それはオーナーの想像力の限界でしょう。その事実は、これまで生産されてきた総計200万台近くのディフェンダーのおよそ4分の3が、今も現役であることから証明されています。
2011年に話を戻すと、ディフェンダーの物語はフランクフルトモーターショーで次章が始まる予定です。フランクフルトで披露される2種類の「DC100コンセプトモデル」は、ディフェンダーの持つ本質的な要素を基本に据えながら、将来のディフェンダーについて大いに夢を馳せてくれるモデルです。これを見た人々は、将来のディフェンダーについての夢を次々と語りたくなるはずです。
概要
 2台のコンセプトモデルは、ランドローバーのアイコンであるディフェンダーについて将来進むべきデザインの方向性を提示
 3人掛けの「ソーシャルシート」は初代ランドローバーからの着想
 豪華なヨットやプライベートジェット、スペースシャトル等に使用される最先端のハイテク素材を持続可能な形でコンセプトモデルに使用
 コンセプトモデルでは、柔軟性、適応能力、構成能力を体現。これらの要素は常にランドローバーの主要な特性であり、ディフェンダーの現行モデルにおいてもしっかりと受け継がれている
⇒ DC100　ランドローバーの能力と多用途性の将来像を明示
⇒ DC100スポーツ　自由とレジャーを積極的に表現
 テレイン-iスキャンデバイスはオフロード走行中のドライバーに障害物を警告、代替ルートも提案
 ウェイドエイドはソナー技術を応用して水深を計測するだけでなく、最適な速度もアドバイス
 インテリジェントな次世代ランドローバー・テレインレスポンスシステムは、あらゆる環境下で車両を自動的に最適化
 スパイクタイヤ・システムは、ドライバーのボタン操作一つで作動
 未来の塗装技術により、自己洗浄機能と自己回復機能を持つボディを実現可能に
 2台のコンセプトモデルは同じ軽量混合合金製プラットフォームがベース
 8速トランスミッション、インテリジェント・スタート/ストップ、トランスファーケース付パーマネント4WD

 四輪駆動が不要な路面では、ドライブライン・ディスコネクトによって後輪車軸が物理的に分離され、燃料の消費を抑制
 ハイブリッドとプラグイン能力を備えた2.0リッター４気筒ガソリンエンジンとディーゼルエンジン
 RFID（無線IC）レジャーキーは、防水性のある軽量な選択肢でコントロールフォブを代替
 常時接続とテレマティックスにより、対スマートフォン、対車、対サプライヤ基地との通信が可能
 車両の数箇所に電磁誘導充電装置を設置
 ニューディフェンダーの生産開始は2015年を予定
はじめに
これまでランドローバーのアイコン的役割を担ってきたディフェンダーに新たな解釈を施した、2台のコンセプトモデルが2011年フランクフルト・モーターショーでデビューします。2台いずれのモデルもランドローバー特有の冒険心と大胆不敵な不屈の精神を表現しています。1948年に大量生産された初の民生用4x4車の「シリーズ１」はランドローバー独自のスピリッツを提示しただけでなく、英国の技術力とランドローバーブランドに対する評価についても、またたく間に世界的な規模で確立させました。
自動車の真のアイコンとも言えるこれまでのディフェンダーに替わるべく、2台のコンセプトモデルはオープンで誠実な性格と普遍なシンプルさを継続しながら、それらを21世紀的に改変、未来に向けたデザイン言語のアプローチとしての役割も期待されています。
デザイン
「DC100」と「DC100スポーツ」という名称が示唆するように、これまでのランドローバーのアイコン的モデルから着想を得た2台は、間違いなく世界で最も認知されている車のデザインの将来像について論争を巻き起こすことが期待されています。
DC100のフォルムとスタンスは、初代ランドローバーのショートホイールベースモデルから醸し出される生来のシンプルさと安心感を継承しており、世界のどこででも一目でランドローバーと分かるはずです。次世代に目を向けて創られたDC100のデザインは、他の車では到達できない箇所を走行する能力を確実に表現しています。
DC100スポーツは全く新しいタイプのランドローバーで、初期ディフェンダーモデルに代表される、冒険好きで大自然に挑む精神を表現しています。帆布製のルーフと折り畳み式のフロントガラスにより、縦走している土地のエキサイティングな景観との一体感が満喫できるでしょう。次の世代の冒険者達のために新たな解釈を加え、DC100スポーツは流れるようなラインのカットダウンされたフロントガラスとサイドウィンドウを採用しています。
インテリア
ランドローバーの伝統を継続しつつ、さらに多用途性を高めるために、両モデルとも3人掛けのフロントシートを採用しています。実用性についても十分な考慮がなされており、ミドルシートを上げれば安全な収納エリアが出現し、補助シートを折り畳めば荷物スペースが現れます。
両モデルのインテリアは、初期のランドローバーオーナーには、想像すらできないレベルで快適さを提供します。DC100のために選ばれた頑丈で耐久性と持続可能性に優れた先進素材は、もっとも過酷な条件下で使われ続けても、車のライフサイクルの終端まで耐えうる高品質ファブリックです。DC100スポーツではさらに豪華な仕様が施され、ランドローバー特有の「探検の伝統」を想像させるトライバルテック・パターンが控えめに施された本革を使っています。
テクノロジー
両コンセプトモデルともホイールベースは100インチで、先進の合金製フレームがベースになっています。多様な能力を備えたプラットフォームがデザインと用途の柔軟性を象徴しています。インテリジェント・スタート/ストップ機能とトランスファーケースを備えた8速トランスミッションは、オンロードでもオフロードでも、高低広範なギア比を実現しています。
その他にも、ランドローバーが世界をリードするオールテレインテクノロジーの進化版を採用しました。高い評価を得ているテレインレスポンスシステムを改良した次世代版は、危険を予め検出し、回避する安全なルートを助言するなど常にタスクを消化してドライバーの負荷を軽減します。先進的なテレマティックスプログラムは複数のシステムを結び付け、車とスマートフォンとの間の通信を可能にします。
デザイン
「このコンセプトモデルは、他社ではデザインすることはできなかったでしょう。デザインとエンジニアリングの両方に全幅の信頼をおけるディフェンダーは世界的な象徴です。2台のコンセプトモデルを創り出すにあたり、私たちは過去から機能的なデザインのヒントをもらい、21世紀に向けて再解釈しました。今回のコンセプトモデルでは、デザインと機能の両立を証明する全く新しい世代のディフェンダーとは、どのようなものなのかについて提示しています。」
ランドローバー　デザインディレクター
ジェリー・マクガバン
ランドローバーではデザインに対する原理原則が60年以上もの歴史をもちます。デザイン理念を見直し、再び活性化させるという課題に対し、ランドローバーのスペクトラムにおいて異なるポイントを代表する2台のコンセプトモデルは、まったく異なるアプローチで回答しています。
シンプルさと力強さ
ウエスト以下のボディワークは、「機能が形を決める」という原則に従うとともに、「本筋から外れた細部の造りこみは避けなければならない」というランドローバーの慣習も反映し、意志を持ったサーフェスのシンプルさにつながっています。コンセプトモデルの持つ鋭い輪郭のショルダーラインと、ほぼ垂直のパネルにより、車両の四隅はしっかりと運転席からの視界に収まり、ランドローバーの特徴であるドライバーに自信を与えるドライビングポジションを実現します。
コンパクトなサイズ、短いオーバーハング、そして22インチアロイホイールのおかげで、どのような地形にも対応可能な2台のコンセプトモデルは、がっちりとしてスクエアなスタンスを確立しています。例えばフロントウィングにある三角形のダクトや、ショルダーラインと重なるボンネットエッジ、ドアの後部に位置し人目を引くハンドルなど、2台共通の細かなポイントは現行ランドローバーを参考にしました。
頼りになるデザイン
シリーズ1から今日のディフェンダーに至るランドローバーほどオーナーのロイヤルティと愛着を駆り立てる車は、世界中で他にないでしょう。その魅力の鍵ともいえるのがフロントエンドのデザインです。DC100スポーツとDC100は，時代を超え60年もの間、オーナーを魅了し続けたディフェンダーの「顔」の進化を表しています。
2台のコンセプトモデルにおいて重要な要素はオープンさと実直さです。最も過酷な条件下での使用を見込みランドローバーは常に信頼性を求められますが、DC100の特徴的な2つの丸みを帯びたヘッドランプと強い意志を表すグリル等が信頼性を効果的に表現しています。DC100スポーツは、クラシックなランドローバーの外観にフロントエンドで急な角度を付けることで、積極的な性能重視の解釈を施しました。
DC100

ディフェンダーと大きく異なる、ウエスト以上のデザイン処理は、プラットフォームの持つモジュール性と柔軟性を雄弁に語っています。DC100のフォルムは初代のランドローバーやそれに続くディフェンダーと同様、どの世代にもすぐにそれと分かる形状です。イギリスの美しい片田舎を走っているときも、アイスランドの溶岩地帯の原野を走行している時でも、決して違和感を感じさせることはありません。
どのような地形でも対応でき、頼りになる働き者の車としてのランドローバーの実用的なイメージは、DC100でもしっかりと強調されています。そそり立つフロントガラスは、オンロード/オフロード問わず、優れた視野をドライバーに提供します。リアカバーは荷物スペースを提供することも、追加の乗員を運ぶことも可能にします。自らの車体重量まで支えることができるウィンチはフロントグリルに巧妙に取り付けられており、牽引用リングはコンセプトモデルのそれぞれのコーナーに取り付けられています。
DC100の能力をさらに拡大する装備の1つとして、ルーフにはソーラーパネルが取り付けられています。これによってシステムに電力を供給するだけでなく、エンジンの負荷も軽減するため、排出ガスの抑制に貢献します。またDC100のエクステリアは特に太陽光線の反射を意図しているため、ソフトメタリックシルバーでペイントされています。このペイントにより暑い炎天下でも車内を涼しく保つことができ、空調システムの負荷を減らすことができます。
ランドローバーはまた、未来の塗装技術の研究にも取り組んでいます。この未来の塗装技術によって自己洗浄機能と自己回復機能を持つパネルを創り出すことができるかもしれません。
DC100スポーツ
ランドローバーは、DC100スポーツという、まったく新しい市場セグメントを占拠するであろうユニークなコンセプトモデルを創りました。このモデルは帆布製屋根を持ち、ランドローバーの冒険と探検の精神を具現する折り畳み式フロントガラスを持つ初期のディフェンダーからもヒントを得ています。
21世紀にふさわしい性能の概念を提示するDC100スポーツは、オープンエアドライビングの醍醐味を味わえるように、丸みを帯びたフロントガラスとカットダウンされたサイドウィンドウを採用しています。シートから後方に流れる2つのギャップを持つ流線型のルーフラインにより、エクストリームスポーツの固定器具が付いた広い荷物置き台が覆われています。
アフリカの大地の鮮やかな黄土色を思わせる、いきいきとしたメタリックアンバーで仕上げられされたDC100スポーツは、山道を探索している時も、ビーチ沿いを潮風を感じながらドライブしている時も、街中をクルージングしている時も、常に人目を引くはずです。
インテリア
ランドローバーのインテリアにおける2つの重要な特性は機能性と有用性です。あらゆる制御装置のポジションとロジックは、ドライバーが車内に入った瞬間に判断できるべきという考え方に基づいてアレンジされています。コンセプトモデルはこの前提条件に従いつつ現代的な手法で提供しています。
コンセプトモデルのフォルムと機能は、インテリアレイアウトで視覚的に一体化しています。例えばドアの構造は、キャビンに流れこみダッシュボードの幅いっぱいに伸びる優雅なビームを形成します。これはディフェンダーの3人掛けシートレイアウトをコンセプトモデルが再生したことを意味します。
ソーシャルシート
このシートアレンジメントによってソーシャルな車が誕生するだけでなく、多様途性も強化されました。乗員用シートを折り畳めば荷物スペースを拡大できます。またミドルシートは安全な大型収納スペースのカバーを兼ねており、向かい側には電子機器に電気を供給する誘導帯電装置を含む、アルミニウム製のトレイが置かれています。
革新的なシートレイアウトはスペースの効率的な活用に有効です。中央のビームの上下に収納スペースが内蔵されているほか、ギアレバーはセンターコンソールに取り付けられ、ギアチェンジの際にドライバーの手がハンドルから離れる時間が短縮されオフロード走行や高速運転の際の制御が確実になります。
マルチ機能付きリムーバブルタッチスクリーン
初代ランドローバー同様、DC100も中央のギアレバーの上に計器盤があります。インストルメントパネルのインフォマティック機能と直感的なタッチスクリーンインターフェースが合体したユニットは、コンセプトモデルで採用された画期的なテクノロジーを調整するパワフルなテレマティックステクノロジーに支えられています。
コンセプトモデルのこれらの機能はインターフェースを介して、タッチスクリーン上でスワイプとプレスのジェスチャーを組み合わせて制御可能です。ハンドルにはタッチスクリーンの表示を再構成する4つのショートカットキーが付いており、ナビゲーションやオーディオ、空調などの機能がタッチスクリーン上に表示されます。
コントロールユニットをコンセプトモデルから取り外せば、その機能性がさらに拡大します。衝撃に強く耐水性シリコンで覆われ、内臓電源、カメラ、衛星通信機能が備わっているため、経由地点やHDビデオ映像、静止画を記録できるハードディスクドライブを内蔵したポータブルナビとして使用できます。
持続可能な素材
両コンセプトモデルともキャビンは頑丈で耐久性に優れた素材で仕上げられています。素材の選択基準は組成物と製造の両面での持続可能性です。例えばヒマシ油を原料とするシートフォーム（ヨーロッパメーカー初採用）、半構造パネル、亜麻と天然ポリマーから作った遮音ボードが素材に使われています。
高品質な性能
適応性が高く長期間劣化することのない高品質のインテリアのため、DC100は高機能スポーツウェアに着想を得た新世代の高性能素材を採用しました。キャビン幅いっぱいに伸びるビーム、ドアパネル、シートボルスターのトリムは、オブシディアングレイとカーボンブラックのウルトラファブリック製で、これはデザイナー家具や大型ヨットにも使われる高級なハイテクファブリックです。ウルトラファブリックは抗菌作用、撥水性、通気性にすぐれ、紫外線による劣化にも強く、PVC（ポリ塩化ビニル）不使用で揮発性有機化合物の含有量が低く、さらに軽量で非常に持続可能性の高い製品です。
ウルトラファブリックを補完するのがスーパーファブリックです。これはまず破れることがなく手触りもすばらしい素材で、通常は宇宙服をはじめとする極限の環境下で活躍する防護服に用いられています。DC100はシートクッション、足元とリア荷物スペースのライニングにスーパーファブリックを採用。
ベースファブリックは100%再生素材でプリント板は環境にやさしい非毒性材料を使用。素材に使われているアルミニウムも100%再生素材で、すべて洗うことができるリアの荷物収容台の排水管などのトリム素材にも多く使われています。
伝統的な堅牢性
DC100スポーツは持続可能性を達成するため、最新素材と伝統的な素材の両方を使用しています。シートはオリジナルな保護材で包まれ、本革に軽量で通気性のあるメッシュが大胆なトライバルテックパターンで挿入されています。レザーは皮革用動物の皮ではなく食肉用を使い、ブリッジ・オブ・ウェア社というスコットランドの会社の製品を使っていますが、この会社は自給率97%という申し分ない環境性能を達成しています。皮革はトライバルテック・パターンが見え隠れする立体的なメッシュで覆われています。
このトライバルパターンはDC100スポーツのフロアでも使われています。フロアマットは「Ombrae」というアートインスタレーションやモダン建築で使われる彫刻用素材で作られています。ダイナミックな3D素材は、光と影の具合や見る角度によっても違った表情を見せます。同じパターンはピレリ製タイヤにもよく使われています。
適応性のあるインテリア
コンセプトモデルのエクステリアで示されたモジュール性はインテリアでも同様です。ドアキャニスターは必要に応じて調整可能で、ポータブルバーベキューセットから屋外活動での応急処置用品まで選択肢がそろっています。
最新テクノロジーは両コンセプトモデルのリア部分にも使われており、設定変更可能な荷物スペースには最先端の機能が盛り込まれています。各々のモデルの中央下部には、アルミニウム製の電磁誘導充電ストリップがあり、DC100スポーツではそれを取り外し可能なコンパートメントを、温めたり冷やしたりすることに使用でき、ビーチでのピクニックや、丘の上で温かい飲み物を楽しむ際に活躍します。それ以外のスペースは、カイトサーフィン用ボードを3台収容可能できるように設計されています。DC100の電磁誘導充電ストリップは、移動先で様々な電動工具を使う際の電源として使用できます。補助装置はサイドのキャニスターに入れて運ぶことができます。片方の充電エリアはDC100スポーツではオーダーメイドの取り外し可能なスピーカーシステムの充電に使います。このスピーカーシステムはオーディオ専門メーカーのメリディアン製で、DC100で再生した音楽をワイヤレスでカバナ（テント）まで飛ばします。電磁誘導充電ストリップは通信機器やラップトップコンピュータの充電も可能です。
技術と能力
2台のコンセプトモデルは次世代テクノロジーのショーケースで、ランドローバーの伝説とも言えるオールテレイン力が1年―365日の利便性において大きな評価を得るでしょう。
21世紀の能力
すべてのランドローバー同様に、DC100とDC100スポーツも期待を上回る牽引能力と負荷能力を備えています。その陰には、ランドローバーの定評あるサスペンションシステムをそれぞれの異なる性能パラメータに合わせて仕立てるなどの努力があります。
極限のアプローチアングル、デパーチャーアングル、アクスルアーティキュレーションに対して、DC100は対応可能で、現行のエアサスペンションシステムを進化させ、車高を最大320mm変更できるバージョンを搭載しています。DC100スポーツは第3世代のマグネライドアジャスタブルサスペンションを採用することで、僅かなオールテレイン能力を犠牲にするだけで、スポーツカーのようなオンロードハンドリング性能を実現しています。
テレインレスポンス
パワフルな新型オフロードツールの中には、絶賛されたランドローバーテレインレスポンスプログラムの能力を更に拡大したシステムがあります。ドライバーが予め選択せず、あらゆる環境に自動最適化を行うこのシステムは、サスペンションストローク、ステアリングアングル、ホイールスリップ、ブレーキング入力、加速入力の評価センサーなどからのデータを統合し、スプリング、ダンパー、ギヤ、出力伝達の各パラメータをさりげなく連続的にアジャストさせることで車両を最適化させます。DC100のテレインレスポンスシステムは、フロントに搭載されたHDカメラで前方地形のビジュアルスペクトラム解析し、数値を予測ニューラルネットワーク内に蓄積されたイメージと比較することで、砂、ガラス、泥、砂利、雪、アスファルトの違いをビジュアル的に判断し、アクティブにオフロードパラメーターを変更します。
インテリジェントテレインマッピング
最先端のテレイン−iマッパーは早期警戒システムの役割も果たします。中央タッチスクリーン上に前方の地形をバーチャル3D映像で映し出すだけでなく、戦闘機パイロットが使うシステムに似たテレイン−iは、ヘッドライト内に搭載されたスキャナーを使い、複雑なアルゴリズムの演算によって前方ルートを推定し、安全走行を脅かす大きな障害物があれば事前にドライバーにその存在を警告します。さらに、テレイン−iは代替ルートの提案もします。車の各コーナーに搭載されたカメラが車両周囲を360°監視し、その情報をドライバーに提供しながら、センタースクリーン上で安全な代替ルートを表示します。
テレイン−iは混雑した都市部でも非常に重要な役割を担います。インテリジェント3Dスキャナーが歩行者や障害物を、現行システムよりも遥かに正確に識別します。危険を認識するとテレイン−iはドライバーに警告を発し、それでも回避行動が取られない場合は安全に車両を停止させます。
水中走行エイド
ランドローバーは水深を予測するソナーをベースにシステムを開発しました。これによってドライバーがたとえば洪水の中を進めるかどうかについて詳細な情報に基づいた判断ができます。このシステムはバンパーとウイングミラーに搭載されたセンサーから情報を収集し水深を測定します。傾斜計と併用することで水位レベルが増しているか減少しているかが分かります。これらの情報はセンタータッチスクリーン上で直感的なグラフィックスとして表示されます。
水路を横断する際はこのシステムが車高を上げ、ベントを閉じ、エンジンの低回転を維持するためにローギアを選択し、水深に合った最適速度をアドバイスし、最大750mmの横断深度を確保するなど、車両の最適化を自動で行います。
スパイクタイヤ
刻々と変化する路面状況に対応するために、ドライバーはスパイクタイヤシステムを選択できます。これはホイール内側に搭載された装置が電気機械式に作動するシステムです。スパイクタイヤシステムが起動すると、空気圧で二次エアチャンバーが膨らみ、タイヤのトレッド内に成形された、スパイクを包含するポッドが満たされます。それによってスパイクがトレッド表面までせり出し固定されることで硬い雪道や氷上での運転を助けます。スパイクが不要な状況になると自動的にスパイクが引き込まれるため、雪道用の予備タイヤやスノーチェーンの携行が不要になります。
テレマティクス
上記各システムのインフラを形成するのが強力なテレマティクス・プログラムです。さまざまな車両の各機能を常に統合し、簡潔明瞭な形式でドライバーに情報を提供します。テレマティクスは車両とスマートフォンやPCとの間の通信も行うため、ユーザーはタイヤ空気圧からキャビン内温度まで、全てをモニターすることができます。それによってエアコンを車外からリモート操作することも可能です。
さらにテレマティクスシステムは車の全ての移動データを記憶し、必要な際はその情報をダウンロードできます。水中走行エイドシステムからの情報を水深変化のチャートとして表示することや、トラクションコントロールのデータを地形の侵食進度の予測に使用することもできます。このシステムは車両が移動中でも3Gと衛星経由で接続が常に維持されるため、交通情報だけでなく、遠隔地の気象警報も入手可能です。
レジャーキー
日常/非日常のあらゆる状況に対応するソリューションが用意されていることをランドローバーは誇りにしています。ラジオ周波数認識（RFID）技術を採用することで、車両へのアクセス性、利便性、そして安全性がさらに強化されました。
コンセプトモデルでは、リストバンドや時計などの耐衝撃及び防水アイテムに内蔵されたRFIDチップのセットが付属しています。これによってメインキーホルダーをグローブボックスのスロットに置くとキーホルダーの機能が停止し、ロック/アンロック機能を頑丈なRFIDチップに移管します。ひとたびシステムが作動し、車のセキュリティーシステムが稼動すると、アンロックとキーホルダーの再起動はRFIDスマートタグしかできないようになります。
将来的なシステムの改良により、家族がそれぞれのスマートタグを持つことで、オーディオ、エアコン、通信、シート設定を自分仕様にすることができるようになるでしょう。また家族が運転する際には、親が事前に出力や速度を決定することもできます。第3世代のスマートタグは、セキュリティー強化のため、顔認識システムを使った生体認証データを取り入れる可能性もあります。
駐車アシスト
市街地環境で活躍するDC100スポーツの駐車アシストシステムは、ドライバーの最小限の労力で車を縦列駐車させます。センサーが路側帯をスキャンし、駐車に適切なサイズのスペースを探します。縦列駐車の際には、ドライバーがブレーキとアクセルをコントロールし、DC100スポーツが自動的にステアリングを操作し、駐車スペースに最適な角度で車両を収めます。
ドライブトレイン
ランドローバーは自社の車に要求されるチャレンジングな環境や極限の使用状況にふさわしい次世代型のパワートレインの開発に取り組んでいます。消費燃料とCO２ガスを削減するために、様々な研究センター、サプライヤー、大学と提携して、広範囲な選択肢を模索しています。
インテリジェント・スタート/ストップ
2つのコンセプトモデルに装着された、インテリジェント・スタート/ストップ付ZF製8速オートマチックトランスミッションは、持続可能な技術を適切に取り入れたランドローバープログラムの第1ステージを象徴するテクノロジーです。
将来のハイブリッド化を念頭に設計されたギアボックスにはツインソレノイドスターターシステムを採用しました。それによりランダウンフェーズからのエンジン再始動などにおいて、通常のスタート/ストップ技術に比べて相当な恩恵がドライバーにもたらされます。広域レシオに対応したトランスファーとステアリングにマニュアルパドルシフトを追加したことで、オンロード/オフロードのいずれのシーンでも優れたコントロールが可能になりました。
適切なパワートレイン
どちらのコンセプトモデルも2.0リッター4気筒エンジンのバリエーションを搭載しています。あらゆる地域の走破を求められるDC100には、最大のマッドプラグトルクを得るためのディーゼルエンジンを、また、パフォーマンス寄りの走行を求められるDC100スポーツには、スポーティー走行を容易にこなすガソリンエンジンの選択肢があります。両エンジンも用途に応じて、パラレルあるいはプラグインハイブリッドになります。
トルク誘導
新しい電子トルク誘導システムによって、あらゆる路面下での安定走行、トラクション、そしてハンドリングが大幅に強化されます。純粋な機械式ディファレンシャルと違い、トルク誘導用に特定量の出力を個別ホイールに振り分ける電子制御システムを採用しました。
トルク誘導システムは安定性プログラムと連携しており、オンロードでは車両パフォーマンスを更に増大させるように働くため、よりスポーティーかつ安全な運転が可能になります。オフロードドライビングでは、トルク誘導システムが4つのホイールの中で最もグリップがあるコンビネーションに瞬時にトルクを伝達し続けるため、卓越した走破性という恩恵がもたらされます。
ドライブラインディスコネクト
全輪駆動が必要な状況以外では、ドライブラインディスコネクトによってフロントアクスルのみに駆動力が伝えられるため、摩擦抵抗が低減します。電気的にエンジンパワーを別ルートで送る通常の切り替え式四輪駆動と異なり、ランドローバーのシステムはリアプロペラシャフトをセンターディファレンシャルから物理的に切り離すため、最大7％の燃料節減という恩恵がもたらされます。トラクションロスを検知すると、システムはリアプロペラシャフトとセンターディファレンシャルを電子プログラム並みに素早く再結合させるため、瞬時に駆動力がリアホイールに伝達されます。
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